
え

,.,. 
I --
－・
，，圃．

ま
ざ
ま

じ

~ 

fl({ 

,;il 
八
，、、

ン
） 

I [ 0吋1

、←←句「J〆’

No.54 
名，1iM1li）宝／，：交！・j(

IIOSA LIBRARY. CITY OF NAGOYA 



明 l
一 目
ト刀ミ｜

Ir:土，l
I至；l

歴
史
を
語
る
書
物

日正 ij1 
止： 国

八七 4均五 !Illの
月月 三3i. J 1 n 1；北
イ・十 1111 十 二 ？！？
七 三 八十 李
日日 日日 干守

I I I I 

九八 六 Ji
月日 Ji月
十十 ー，.十
五山 六五
「！日 iI II 

平
成
j
年
度
の
蓬
左
文
席
の
展
示
は
、

「暦
史
を
諮
る
守

物
」
と
題
し
、

小
田
の
正
史
や
日
本
の
官
選
国
史
か
ら
股
火

に
取
材
し
た
読
み
物
、
H
記
ま
で
、

問
つ
の
テ
ー
マ

で
、
阪
出

火
に
関
わ
る
み
物
を
ご
制
介
し
ま
す
。

－
中
国
の
歴
史
書

小
凶
は
、
も

っ
と
も
暦
山主
H

の
多
い
阿
と
い
わ
れ
ま
す
。

中
国
の
伝
統
的
な
書
物
の
分
類
法
で
あ
る
凹
砂
分
類
で
も
、

，

‘

し

L

L

ゆ
今

経
（
俗
学
）
史
（
時
史
）
子
（
諸
学
）
集
（
A
n
集

・
総
集
な

L
L
2
ご

a
・4

ど
）
の
よ
う
に
、
係
史
は
、
史
部
と
し
て
、
四
書
五
経
を
中

心
と
し
た
経
部
と
な
ら
ん
で

一
部
を
市
め
て
い
ま
す
。

L
・
ん
じ
ゅ
A

す

さ

し

で

λ

こ
の
膨
大
な
中
国
の
歴
史
書
は
、

『森
秋
左
氏
伝
』
と

’レ‘
c

『火
記
』
の
二
つ
の
書
物
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す。

『春
秋
左
氏
伝
』
は
、
五
経
の

一
つ

『森
秋
」
の
注
釈

対
日
で
す
。

『春
秋
』
は
、
九
仰
の
削
の
紀
元
前
八
世
紀
i
五
世

紀
ま
で
の
年
代
記
に
、
孔
子
が
削
教
の
立
場
か
ら
道
徳
的
解

釈
を
加
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
後
世
多
く
の
注
釈
詐
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
の
ひ
と
つ
が

『脊
秋

左
氏
伝
』
で
、
と
く
に
歴
史
的
な
立
場
に
立

っ
て
、
出
且
寓
な

資
料
を
駆
使
し
て
、
紀
元
前
二
世
紀
頃
ま
で
に
叩
い
か
れ
た
も

の
で
す
。

一
方、

『火
記
』
は
、
前
慌
時
代
の
思
想
家
司
品

川
庖
（
紀
元
前

一
山
五
？
1
九

O
？
）
に
よ
る
も
の
で
、

小
凶

の
伝
説
時
代
か
ら
、
山
川
慌
時
代
の
初
期
紀
一バ
前
世
紀
頃
ま

で
を
記
述
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
二
乃
は
、
記
述
の
形
式
に
述
い
が
あ
り
、

『ト称秋
在

、，A
b
A
た
い

氏
伝
』
が、

年
川
を
追

っ
て
い
や
件
を
記
す
編
年
体
と
い
う
燃

火
記
述
と
し
て
は
、
オ
l
ソ
ド
y
ク
ス
な
方
法
を
保

っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、

『山告
と
の
点
は
、
年
代
順
に
天
子
の
伝

u
’A
典、

記
と
国
家
の
重
大
事
件
を
記
し
た
「
本
紀
」
と
、

陀
ド
の
伝

れ
勺
で
’
A

記
と
問
辺
諸
外
同
の
記
事
か
ら
な
る
「
列
伝
」
を
山中心
と
し

き
で
’
A

た
い

た
紀
伝
休
と
い
う
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
司
馬

均
え
し
，
a

逃
が
係
川
し
た
五
式
は
、
山
川
慌
時
代
を
記
述
し
た

『慌
詐
』

－h

’A
’L

V
 

が
こ
れ
に
倣
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
来

『明
山
と

ま

A
E

い
し

で
、
左
表
に

一
覧
し
た
暦
代
王
朝
の
二
十
問
の
「
正
火
」
す

べ
て
が
探
川
し
て
お
り
、
小
国
に
お
け
る
歴
火
記
述
の
主
流

は
、
紀
伝
体
と
な
り
ま
し
た
。

編
年
体
の
歴
山奈
川
は
、
出
時
代
を
境
に
あ
ま
り
蛾
行
し
な

く
な
り
ま
す
が
、

・米
の
時
代
に
詐
か
れ
た
長
大
な
編
年
火

し

じ

っ
M

W

A

『資
治
一
辿
鑑
」
は
、
白
川
口川
な
資
料
と
考
証
に
基
づ
い
た
時
火

刊
と
し
て
山
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
米
の
司
品
光
（

8

0
一
九
1
一
O
八
六
）
が
多
く
の
学
お
の
協
力
を
持
て

一
九

年
の
蔵
川
を
も
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
、
紀
元
前
川
O
二
か

ら
九
凡
九
年
ま
で
－

一・h
ハ

．
年
間
に
わ
た
る
通
史
で
す
。

っ
て
A

－

A
け’
A

こ
の
よ
う
な
正
史
や
通
史
の
ほ
か
に
も
、

『通山県
』
『
文
献

つ
う
よ
う

通
考
』
な
ど
の
中
国
諸
王
朝
の
制
度
の
沿
革
を
歴
史
的
に
通

観
し
た
書
物
や
、
中
国
初
、
世
界
的
に
も
H
M
肯
の
史
論
と
い
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し
つ
う

わ
れ
る
七
吠
紀
に
若
さ
れ
た

「史
通
』
を
は
じ
め
と
し
て
、

中
国
に
は
、
廃
山ι
の
事
実
を
批
判
的
に
記
述
し
た
史
論
に
も

多
く
の
優
れ
た
書
物
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
睦
史
書
は
、
我
が
国
の
歴
史
編
纂
の
手
本
と
な

っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
為
政
者
や
知
識
階
級
は
、

常
に
小
凶
の
賂
火
か
ら
多
く
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
し
た
か

ら、

小
田
の
賂
山
主
け
の
収
集
に
熱
心
で
し
た
。
υほ
張
械
の
伽

．．
 
，A

－
』

火
山
咋
に
も
多
く
の
小
国
の
賂
火
引
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
足
張
泌
で
は
、
九
代
端
、
ビ
京
肢
の
命
に
よ
り
、

小
凶
の
服
店
山
奈
川
の
比
般
、
再
制
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際

に
こ
の
仕
事
を
行

っ
た
の
は
、
石
川
公
点
（
－
じ
で
でハ

1
一

八

一
O
）
で
、
故
初
に
、

小
国
の

『山木山
と

か
ら

『明
山
と

ま
で
「
五
史
」
に
つ
い
て
の
作
業
が
始
め
ら
れ
、
克
政
二
年

し

じ

ご

し

よ

う

均

A

（
．
じ
ん

O
）、

『資リ
m
R火
要
覧
』
が
完
成
し
ま
し
た
。
つ

い
で
命
ぜ
ら
れ
た

「資
治
泌
鍛
』
を
も
と
に
し
た
「
五
火
」

よ
り
前
の
「
十
七
火
」
に
つ
い
て
の
制
集
は
、
長
－f
の
点
点

ご

じ
じ
．

1
一
八
川

こ

と
と
も
に
二
代
に
わ
た
る
仕
事

と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
全
二
百
九
卜
問
川
に
お
よ
ぶ

し

じ

つ

が

A
L
－－

u

『資
治
一
辿
鍛
一社
州
』
と
し
て
完
成
し
、

『資
治
五
山
仇
要
覧
』
と

と
も
に
、
引
ル
仕
も
蓬
左
文
時
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
歴
史
物
語

え
い

が

む
の

が

た

り

“

お
n
M
A

こ
こ
で
は
、

『栄
響
物
語
』
や

『大
銃
』
な
ど
の
文
学
火
で

い
う
と
こ
ろ
暦
史
物
語
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
を
も
含
め
て
、

廃
火
的
な
んや
柄
を
組
材
、
背
対
と
し
た
作
品
全
体
を
対
称
と

し
て
と
り
上
げ
ま
す
。

占、、
，A
J
’』，、
，ーν

も

っ
と
も
人
気
の
あ
る
小
凶
の
服
史
小
説
は
、

『三
凶
芯
』

す
い
ニ
で
A

と

「水
一
昨
伝
』
で
、
我
が
凶
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

『三
凶
志
』
は
、
三
世
紀
前
半
の
小
刷
、
貌

－
以

・
初
三
同

の
挺
火
に
取
材
し
た
も
の
で
、
柚
仙
の
市
川
M
M
燃
や
初
の
玄
徳

・
閃

羽

・
張
飛
の
三
傑
、
祁
高
孔
明
等
が
活
躍
し
、

『水
消
伝
」

は
、
十
二
世
紀
の
米
時
代
末
期
に
起
こ

っ
た
内
乱
を
題
材
に

一
O
八
人
に
お
よ
ぶ
好
漢
が
次
々
に
登
場
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
引
在
の
形
に
な
る
の
は
、
元
時
代
末
か
ら
問
時
代
の
初

回、

一
四
世
紀
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に
ず

っ
と
以
前
か
ら
、

人
々
の
川
で
訊
り
継
が
れ
、
や
が
て
誹
釈
や
芝
川
の
題
材
と

な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
社
会
の
小
に
浸
透
し
、
読
み
物
と
し

て
の
原
型
が
つ
く
ら
れ
て
い

っ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
笠
場

す
る
英
雄
速
の
姿
は
、

小
国
の
人
々
が
望
ん
だ
盗
で
も
あ

っ

た
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
我
が
凶
で
は
、
心
四
川
写
に
主
点
を
間
い
た
仮
名

文
字
に
よ
る
物
語
文
学
が
発
達
し
、
刷
版
史
叙
述
に
お
い
て
も

漢
文
体
で
引
か
れ
た
小
凶
風
の
麻
即
時火
刊
に
対
し
て
、
似
名
古

き
に
よ

っ
て
、
阿
山
此
の
祁
川
刊
を
い

っ
そ
う
生
き
引
き
と
い
い
ぷ
引

し
よ
う
と
し
た
作
品
が
午
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
必
原
氏

の
川
水
曜
を
怖
い
た

『川
本
格
物
語
』
や

『大
鈍
』
な
ど
で
、
い

わ
ゆ
る
狭
義
の
「
歴
火
物
語
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

一

方
、
こ
の
「
歴
火
物
語
」
が
、
い
ず
れ
も
朝
廷
を
中
心
と
す

る
立
族
社
会
を
抗
い
た
の
に
対
し
て
、
武
士
が
新
勢
力
と
し

て
台
頭
し
て
く
る
と
、
彼
ら
を
主
人
公
に
、
戦
乱
の
附
代
を

怖
い
た
「
軍
記
物
語
」
が
、
数
多
く
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

代
ぷ
が
、
武
士
が
勢
力
を
の
ば
す
契
機
と
な

っ
た
戦
乱
を

u
げ
A

へ
い
じ

も
の
が
た
り

怖
い
た

「似
元

・
幅1
治
物
祈
』
で
あ
り
、
琵
琶
法
師
の
「
紙

H
A
L
，ろ
じ
ゃ

川
附
相
合
の
錨
の
戸
」
の
布
名
な
祈
り
け
で
は
じ
ま
り
、
川
山
山
r

へ
い

付

む

の
が
ど
η

同
氏
の
峰
山
一
状
、
興
亡
を
叙
述
し
た

『千
山
本
物
語
」
な
ど
で
す
。

「
市
記
物
一品
」
は
、
千
交
叫
代
末
則
か
ら
鎌
合
時
代
を
経
て
、

南
北
朝
時
代
に
一七
る
変
動
則
の
社
会
、
時
代
相
を
題
材
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
そ
こ
に
は
、
多
種
多
機
な
人
間
像
が
拙
か

れ
て
い
ま
す
。
小
同
に
お
け
る

『三
凶
志
』
『
ポ
持
伝
」
同
様
、

よ
し
つ

ね

ぺ

’
A

訴
山
や
芝
肘
に
よ

っ
て
、
社
会
の
小
に
浸
透
し
、
義
経
、
弁

け
い

そ

が

a
a今
ど
い

度
、
俳
H

我
兄
弟
な
ど
多
く
の
同
民
的
英
雄
が
巾
し
ま
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
則
の
山
版
文
化
市
制
則
に
は
、
山
年
記
物
一泊
川
が
雌

ん
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
庶
民
文
芸
の
附
川
介
で
も
、
阿
山
ι
を

題
材
と
し
た
も
の
が
、
数
多
く
品
役
場
し
て
い
ま
す
。

『水
論

μ」
を
手
本
に
、
盟
日
ん
家
の
八
犬

t
を
主
人
公
に
壮
大
な
削

た
さ
ざ
わ

ぱ

、
、，
A

’eA
ぞ
う
さ
と

み

は

勺
け
’A
で’
A

造
の
世
界
を
展
開
す
る
沌
沢
品
川
干
の

『市
総
監
比
八
犬
伝
』
、

じ

勺

い

や

ご

う

川
つ
む
の
が
丘
η

中
国
米
時
代
の
総
賊
を
、
正
人
公
と
し
た

「’MH
米
也
豪
傑
物
市
川
」

な
ど
、
荒
山
川
無
精
と
も
」行
え
る
ス
ト
リ
ー
を
展
開
す
る
長
制

読
み
物
や
絵
本
の
川
一
川介
で
は
、
孜
が
川
の
「
平
記
物
一品
川
」
の

兆
維
と
と
も
に
、

小
凶
の
H

火
雌
述
も
段
々
に
形
を
交
え
て
、

市
臨
の
場
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

J大
時 1111

IJLj 三 !:l:.~
を示

II l l話

記本る
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！恋物
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um
l
話

一

（

7
点
ド
段
よ
り
）

一
こ
れ
に
よ
る
と
、
刊
義
か
ら
山
中
し
山
た
の
で
は
な
く
、
以

…
初
に
域
代
か
ら
打
診
が
あ
り
、
治
側
か
ら
の
先
楽
で
あ
る
こ

…
と
が
わ
か
る
。
手
透
き
の
時
を
利
川
し
て
と
い
う
の
だ
か
ら
、

…
随
分
勝
手
な
要
求
と
も
と
れ
る
。
『奥
村
家
歴
代
勤
立

は、

…
年
代
を
追

っ
た
職
務
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
併
荘
が
柿

…
除
小
川
顕
に
転
属
さ
れ
た
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

…
文
政
問
年
に
名
ト
ハ
庄
一
以
一制
作
に
加
わ

っ
た
こ
と
、
名
古
同
一
以

一
の
記
鉢
編
纂
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
万
延
元
年
の
こ
の
添

…
え
計
き
で
初
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
正
式
な
職
務
と
し
て

一
認
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
利
義
が
、

一
－
人
で
は
無
思
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
注
け
さ

一
れ
る
。
結
局
特
義
は
、
結
局
得
義
は
、
説
得
さ
れ
て
こ
の
膨

一
大
な
事
業
に

一
人
で
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
現
代
の
目
か
ら
見
る
と
強
引
な
や
り
方
で
と
ん
で
も
な
い

一
大
仕
事
を
押
し
つ
け
た
も
の
だ
と
も
と
れ
る
が
、
こ
れ
も

一

…
つ

の
人
材
皆
川
の
↑
刀
法
で
あ

っ
た
か
と
与
え
ら
れ
る
。
名
古

…
同
城
と
い
、え
ば
、

い店
一
岐
崎
市
に
と

っ
て
市
市
上
、
行
政
－
K
の
小

一
恨
で
あ
り
、
崎
市
、
い
仁
の
肘
所
で
あ
り
、
将
市
の
術
的
所
で
も
あ

一
る
。
当
時
と
し
て
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
に
か
か
わ
る

…
制
穴
を
行
う
こ
と
は
、
崎
市
側
の
な
一
閃
が
光
か
本
人
の
広
忠
一が

一
先
か
に
拘
わ
ら
ず
、
人
物

・
能
力
と
も
に
滞
に
と

っ
て
は
保

一
証
付
き
の
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
、
述
い
あ
る
ま
い
。
天

一
保
十
五
年

ご

八
問
問
）
、
利
義
は
、
従
絡
に
昇
給
す
る
。
奥

一
村
山
本
は
二
代
を
も

っ
て
、
代
々
の
相
続
と
瓦
石
二
人
分
の
禄

一
出
が
保
証
さ
れ
た
出
張
務
上
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

（
文
点

3 

刷
版
）
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『金
城
温
古
録
』
を
生
ん
だ
奥
村
家
の
出
身
と
経
歴

奥
村
得
義

S
A
U
－－A1
必
A

ニ

ろ

〈

か

つ

よ
し

『令
城
山
川
市
鈷
』
の
編
纂
で
知
ら
れ
る
奥
村
山
何
義
（
徳

義
．
じ
ん
三
i
一
八
六
－
乙

・
本
（
－
八
一二
九ハ

1
－
九
．
八
）
氏
を

山
し
た
奥
村
山
氷
の
資
料
を
、
御
子
係
の
ご
咋
な
に
よ
り
蓬
た
文
内

に
脊
託
し
て
い
た
だ
い
た
。
人t
川
寄
託
分
の
資
料
に
よ
っ
て
川
ら

か
と
な

っ
た
事
も
多
い
の
で
こ
こ
に
制
介
す
る
。『
令
城
川
内
鉢
』

は
、
名
十
日
尾
械
の
心
行
部
分
に
つ
い
て
、
引
状
、
耐
火
、
山
米
、
外

部
に
ま

つ
わ
る
諸
説
等
々
、
実
地
調
先
に
し
「
U

文
献
か
ら
の
引
川
を

こ
の
度
、

交
え
た
許
制
な
記
鉢
で
、

引
花
に
お
い
て
も
名
ト
日
出
城
に
限
ら
ず
、

心h
ト川
悼
の
時
火
に
つ
い
て
の
基
礎
資
判
と
し
て
屯
川
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

・4
、
l

j
J
r、＋」号、

l
ノ十
三
（

も
と
も
と
夫
泌
の
山
身
で
、

刊
義
の
削
父
の
代
に

出
帳
消
に
仕
え
て
い
る
。
ヤh
l
H
Mm

城
の
凋
伐
に
か
か
わ

っ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な

っ
て
綿
義
だ
け
で
も
－
－

e

卜
年
余
、
長

f
の
主
と
あ

わ
せ
る
と
じ
卜
年
に
及
ぶ
労
作

『全
滅
出
し
ょ
H
U
M
』
の
帆
引
ド
を
行
、
っ

こ
と
と
な

っ
た
。

奥
村
山
ゑ
に
は
、
す
で
に
引
北
の
机
父
の
代
か
ら
州
中
l
数
の
城
川

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

『令
．
城
山
川
ト
リ
鈷
』
机
市
に
よ
り
、
得

義

・
之
の
代
に
は
、
数
行
川
を
越
え
る
成
川
を
訂
し
て
い
た
も
の

と
椛
忘
さ
れ
る
。
行
義
の
後
「
で
、

『令
城
山
川
卜
υ
鈷
』
制
裂
の
助

手
を
勤
め
た
ん
必
は
、
行
義
没
後
制
裂
を
引
き
継
ぎ
、
一
悦
漏
出
川
以
後

の
小
断
を
椛
て
、

『金
城
祖
古
銭
』
全
六
十
行
川
の
内
後
下
部
分
の

清
沢
口
を
完
成
さ
せ
て
、

明
治
三
十
五
年
に
、

る
。
そ
の
本
は
晩
年
、

徳
川
家
に
献
納
し
て
い

名
ト
H
M
崎
山
火
の
制
纂
に
問
わ
り
、

~ 
資

料
木
に
多
く
の
ん
警
胤
の
資
料
を
提
供
し
た
。

資
料
の
小
に
、
中
hh
u崎
市
史
編
纂
時
の
明
治
川
十
一

七
年
に
い
た
る
定
の
党
舎
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

年
の
大
正
六
年
じ
川
卜
じ

H
、
ね
義
の
雑
纂

『松
山
料
情
ド
』

こ
の
は
寄
託
さ
れ
た

年
か
ら
大
正

亡
く
な
る
山

八

－
iH、
l
i
 υ山
川
政
治
お
よ
び
名

l
H
M城
に
関
す
る
記
鈷
を
集
め
た

『川

（
徳
義
）

・
定
家
資
料
の
紹
介

川悦鉢
』
行
卜
川
は
じ
め
い
花
伝
聞
係
の
必
忙
H

：
－U
ト
任
川
を
い
ほ
娠
徳

川
家
に
日
い
上
げ
て
も
ら
い
、
川
叫
に
ね
義
が
城
代
次
か
ら
卜
げ

泌
さ
れ
て
い
た
名
山
川
町
械
の
松
川
を
徳
川
山
本
に
献
納
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
－
J
川
卜・
h
川
と
絵
凶
は
、
附
利
卜
作
午
、
ぃ
氷
点
け

れ
の
他
川
郎
内
に
徳
川
梨
川
会
が
開
設
し
た
い
注
ト
ハ
文
咋
の
必
比
けと

な
り
、
引
ル牝
は
、
名
山
川
町
山
遼
ト
午
メ
咋
と
徳
川
林
政
史
研
究
所
に

分
附
脱
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
御

f
係
に
よ
る
と
、
之
氏
が
大
正
じ

’
H

ゆ今、、，
h

－

跡
継
ぎ
の
知
山
氏
が
広
川
へ
い
恒
川
す
る
に
際
し

年
に
亡
く
な
り
、

て
、
成
い
け
の
ほ
と
ん
ど
を
処
分
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
時
、

奥
村
家
政
川
の
欣
氏
一
を
刊
し
ん
だ
れ
ト
H
M
m
山
が
そ
の
多
く
を
時
人

し
た
と
い
う
。
こ
の
れ
山
川
町
山
の
附
人
分
は
、
中
l
叫
聞
社
川
準
的
で

（
引
介
代
名
山
υm．
山
的

資
料
を
収
集
し
て
い
た
%
ト
HM
．山

ι阿
川
船

帆川
中
央
凶
品
川
船
）
の
成
川
と
な
り
、
引

ιに
い
た
る
。

処
分
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
は
、

え
い
引
こ

『b
t小
抗

日
川
ト
1

1
S小
・

，，Eh
N

’f
‘
，
．
Lum

－－・1L引
l
s
t
y』

品
川
が
所
脱
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
川
、

点
以
駒
込
の

（
財
）
い
米
山
け

の
H
H
十
一
州
本
は
じ
め
数
件
の
奥
村
μ
糸
川
政

他
に
も
点
以
応
耐
の
火
咋
や
凶
品
川
船
が

所
成
し
て
い
る
も
の
が
数
以
縦
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
山
寄
託
を
し
て
い
た
だ
い
た
資
判
は
、

ほ
と
ん
ど
’
別
村
家

れ
れ
苛
に
閃
わ
る
「
山
仰
い
け
」
「
系
凶
」

な
ど
の
資
料
も
し
く
は
、
川

川
や
俳
句
な
ど
の
門
川
で
、
成
什一け
と
い
う
よ
り
は
山
本
に
か
か
わ
る

記
鈷
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
特
に

「内
入
村
山
本
阿
代
川
m
HH
』
と

他
義
の
川
父

・
父
の
川
引
い
山
に
は
じ
ま
り
、

組
さ
れ
た
資
料
に
は
、

徳
義

・
定
の
勤
務
に
閲
す
る
詳
し
い
版
暦
記
鈷
が
収
鈍
さ
れ
て
いU

A
 

る
。
こ
れ
ま
で
、
奥
村
山
本
に

つ
い
て
は
、
徳
義
と
定
の
勤
丹
が

『漏

し

会

よ

健

土
名
谷
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
徳
義
と
税
・父
の
あ

っ
た

川
崎

の

よ

う

さ

い

さ

「

さ

’

A

か’
A

a

－－A1
£
A
ぴ

つ

む

く

吋

山
川
野
要
務
ご
八

一一

l
’
七
八
）

の
維
纂

『感
興
出
器
』
『
作
の

摘
』
な
ど
か
ら
知
る
以
外
に
な
か

っ
た
。
奥
村
山
系
の
山
身
、
利
義

の
相
続
の
が
的
、
全
城
川
川
ト
ハ
U
M
品
川
市
の
純
粋
な
ど
に
つ
い
て
、
こ

t
d噌
L
－
l

j
g

－
 

, ...... 1令－・・・ー

xヘH<111il文｜袋店I>より

ー守、

（シF

イ仕城ilut,1,・H

6 

，、，h
－t
A
t

本
－
人八
F
A
r
屯
守

A？

4
－人

U
T
《

b
J下

す；

骨t士
ずで入 A
7 , 1 

干手宇争
予乍干予

和
四
作
品
均
三
札
？
？
え
村
－

ft

zAfM工
品
ム
辞
令
Lι
－
存
守
本

. 
r、

の
山
寄
託
さ
れ
た
資
料
に
よ

っ
て
析
た
に
い
く
つ
か
の
点
が
川
ら

か
に
な

っ
た
。

ー
、
奥
村
家
の
出
自
に
つ
い
て

「
れ
し

14
佐
川
川
町

M
－

I
ll
J
i
i
L
 に
川
は
れ
持
さ
れ
た

『全
城
川
川卜
H
U
帥
』
の
併

奥
村
氏
の
山
身
が
夫
出
で
あ
る
こ
と
、
九
州
U
K
殺
の
飢

説
に
よ
る
と
、

父
仁
店
街
門
広
凶
が
加
納
の
川
で、

いほ
川
抗
議
に
山
社
し
た
こ
と
は

記
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
以
上
の
却
し
い
記
述
は
な
い
。

『’奥
村
家
系
都
』
に
よ
る
と
、
奥
村
家
は
、
戦
川
時
代
木
則
、

お

お

さ

の

む

り

夫
山
川
小
品
川
か
ら
史
民
郎
大
竹
肌
川
村
に
移
り
住
ん
だ
氏
ト仁川
身

と
けん
ら
れ
る
’
関
村
千

・
・
郎
政
此
を
川
と
し
、
そ
の
次
引
で
川
和
立

U
S
A

－4
』

水
年
川
凶
ハに
、
心
什
訪
山
上
一γ
村
に
将

っ
て
分
家
し
た
奥
村
比
一
卜
郎



正
純
を
計
義
山
本
の
初
代
と
す
る
。
こ
の
Jr．
純
の
係
の
ド
店
街
門
正

利
が
延
山
正
午
川
に
加
納
崎
市
主
松
千
川
波
小川
光
永
に
山
代
し
た
の
が
、

役
所
助
め
の
け以
初
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
松
千
本
は
川
波

守
光
照
の
川
、ん
下
水
八
年
山
械
川
淀
に
伝
刻
、
奥
村山
系
は
、
長
引

と
次
引
は
松
市
ド
家
と
と
も
に
は
に
移
り
住
ん
だ
が
、

正
川和は、

引
の
同
店
街
門
正
勝
と
と
も
に
上
戸
村
に
山
川
ま
り
、
ま
も
な
く
、

析
し
い
加
納
様
、
正
変
厳
刈
品
川寸
い
い
友
に
仕
え
た
。
こ
の
汁
加
の
係

仁
心
術
川
広
停
が
符
義
の
削
父
に
あ
た
る
。
広
傍
も
は
じ
め
交
縦

一
ゑ
に
竹
え
、
んE
肝
六
年
、

川
家
の
似
討
に
よ

っ
て
必
と
と
も
に
奥

州
行
械
に
移

っ
た
が
、
同
じ
年
に
は
、
長
政
に
伐

っ
た
付
税
の
病

丸
に
よ

っ
て
川
川
、
川
八
年
に
、
出
版
端
に
仕
え
た
と
い
う
。

2
、
得
義
ま
で
の
こ
の
家
の
役
職

い花
伝
治
に
け
以
初
に
川
社
し
た
符
義
の
制
ハ
ス
仁
店
街
川
正
時
は
、

い

UF
保
問
年
（
，

じ

．
ん
）
作
．
ま
れ
。
山川
記
の
よ
う
に
、
夫
般
に

M

っ
た
後
、

川
和
川
年
（
．

じ
Lハ
じ
）
、
出
店
川
崎
市
勘
定
所
の
千
代
に
保

川
さ
れ
て
い
る
。
川
八
年
ま
で
の
け川
初
の
川
年
間
は
、

ト八
坂
．
大
洲

M
m
放
の
物
川
（
川
記
）
米
政
問
で
、
大
以
勤
め
で
あ

っ
た
。
中h卜
H
M

勤
務
と
な

っ
て
ま
も
な
く
店
店
の
手
代
と
な

っ
て
－
一石
加
明
さ
れ
、

そ
の
点
耐
け
な
剛
き
ぶ
り
と
能
力
を
認
め
ら
れ
た
の
か
、
金
銀
の

川
納
に
か
か
わ
る
御
金
場
手
代
と
な
っ
て
い
る
。一
大
明
三
年
（
．
じ

八
一ょ
）
、
悦
に
六
十
歳
を
過
ぎ
て
、
作
約
五
千
伏
に
移
リ
、
山
内
川

と・
h
－粂
川
の
分
流
仁
悦
a

に
か
か
わ

っ
て
い
る
。
パ
川
「
札
年
か
ら
は
、

辛
口
以
外
の
被
い
と
な

っ
た
も
の
の
、
制
定
本
行
配
卜
と
し
て
山
竹

し
て
い
る
し
、
克
政
二
年
（

一
じ
ん

O
）
に
は
、
前
述
の
分
流
仁

恨
の
功
労
に
よ
り
公
社
も
う
け
て
い
る
。

μト心
附
門
．ん
傍
は
、
克

政
」h
．作
、
じ
十
Ah
．
ぷ
で
没
し
て
い
る
が
、
崎
市
か
ら
主
務
山
口
火
と
し

て
の
能
力
を
・日
川
く
評
側
さ
れ
た
人
物
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ヲ＠
。行

義
の
父
に
あ
た
る
仁
只
術
ゐ
綱
は
、
山
氏
肝
九
年

一

七
五
九
）

の
午
J

ま
れ
。
安
永
六
年

（
↓
じ
じ
じ
）、

卜
八
歳
で
制
定
所
に
比
内

い
と
し
て
川
行
。
．大
川
．． 
年
か
ら
は
、
け
い
削
則
の
明
倫
吹
で
、
山
知

仕
や
収
次
の
役
を
勤
め
た
後
、

克
政
六
年
か
ら
、
汗
約
五
予
代
の

職
に
就
い
て
い
る
。
文
化
問
年

一

八

O
じ
）
か
ら
一
年
は
江
戸

前
め
、
日
川
名
後
は
、

川
八
年
札
十
一
－歳
山
な
く
な
る
ま
で
、
校
日前

方
手
代
の
職
に
あ
っ
た
。

文
化
j
年
四
月
、
病
床
に
あ
っ
た
為
綱
は
、
死
を
予
測
し
て
、

す
で
に
将
前
方
の
見
科
と
な
っ
て
い
た
息
チ
が
臼
分
の
死
後
、
市
市

に
引
け
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
即
刻
刊を
提
山
し
て
い
る
。

死
の
直
前
、
為
綱
は
枕
元
に
絹
義
を
呼
ん
で
「
円
分
は
、
よ
く
勤
め

た
の
で
、
今
死
ん
で
、
年
数
が
不
足
し
て
い
て
も
、
お
ま
え
が
並

手
代
に
は
行
し
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に
上
司
述
ち
配
慮
し
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
為
綱
の
勤
続
年
数
は
、
見
習
期

間
を
除
く
と
二
十
九
年
で
、
山
口
動
的
に
引
北
が
山
口
し
抱
え
ら
れ
る

年
数
に
は
満
た
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
六
川
、
得
誌
は
、

為
綱
の
泣
言
ど
お
り
切
米
七
石
王
人
扶
持
、
北
口
前
方
手
代
並
で
見

習
か
ら
正
式
に
務
士
と
し
て
行
し
抱
え
ら
れ
た
。

3
、
得
義
の
職
歴
と

『金
城
温
古
録
』
執
筆

刊
義
が
、
崎
市
か
ら
正
式
に
い
W
H

治
卜
H
T代
作
に
任
命
さ
れ
た
川
、

命
令
を

μえ
た
本
行
米
は
、
刊
義
が
れ
年
で
、
し
か
も
為
綱
の
勤

続
年
数
が
不
足
に
も
拘
わ
ら
ず
正
式
保
川
と
な

っ
た
則
ア
川
に
、

父
十
只
山
仰
の
作
能
な
助
局
成
総
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に

「松
川
引
交
け
相
認
め
怯
段
、
御
役
刈
な
く
て
叶
ざ
る
義
」
と
し

て
得
北
の
絵
凶
作
成
の
技
術
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
防
げ
て
い
る
。

『全
城
弘
山
鉢
』
に
収
鈷
さ
れ
た
凶
咋
か
ら
けん
て
、
奥
村
刊
誌
は

同
出
作
成
に
催
れ
て
お
り
、
こ
の
技
術
に
よ

っ
て
、
汗
約
十
刀
に
保

川
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

や
が
て
、

川
卜

．
年
に
は
、
昨
昧
・
万
本
役
と
な
る
が
、
文
政
・
・

e

年
ト
－－
川
、
城
代
の

tx配
に
同
す
る
「
削
除
小
山
川
被
」
に
い
ね
同

む
り
と
も

す
る
の
で
あ
る
。
文
政
年
川
、
ト
代
端
、
ヒ
・品
川
判
の
治
附
い
に
は
、
年

宿
お
よ
び
城
代
が
山中
心
と
な

っ
て
、
一
中
的
体
制
の
けん
爪
し
が
行
わ

れ
、
そ
の
．
山
と
し
て
%
山
川
町
城
の
訓
点
目
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内

作
は
、
名
ト
H
M
城
内
心
作
所
に
つ
い
て
の
ト
リ
い
記
鉢
の
訓
作
お
よ
び
、

川
口
爪
を
小
心
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
与
え
ら
れ
る
。
・米
政
川
作
午
、

こ
の
訓
点
H

に
川
北
も
加
わ
る
こ
と
が
ん
叩
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
山川
年
の

作
九
に
ほ
瓜
し
た
「

lw徐
ド
川
以
－
と
け
う
微

ι、
ヤ
h卜
じ

1
．セ
城
ぃ竹

’

J

I
B
E
－

；

J

i
l
l
－

L

1

i

i

’

ll
J

ー

の
射
や
通
路
、
林
、
山
に
き
地
主
ど
以
外
施
設
の
作

m
・
山
川

・
修

緋
な
ど
を
行
う
役
職
で
あ
り
、
峨
は
川
上
、
名
卜H
M
城
内
に
’
什
山
に

山
人
り
で
き
る
役
峨
で
あ

っ
た
。
目
白
訟
の
似
同
は
、
約
十
日
同
城
淵

伐
の
た
め
の
人
材
舵
保
の
－
成
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
卜
分

与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

く

行
持
は
、
こ
の
が
来
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
心h
LAH
M
m
城
に

つ
い
て
の
ぶ
れ
仰
が
あ
ま
り
に
も
．
小
足
し
て
い
る
こ
と
に
丸
付
き、

の
ち
に

「令
城
山
川
山
鉢
』
と
な
る
「
名
山
Mm城
山
義
」
制
集
に
千

を
そ
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
辺
り
の
経
枠
に
つ
い
て
は
、

こ
れ

ま
で
、

『令
城
山
川
上
H
鉢
』
在
似
の
’
H
作
と
制
肝
要
所
の

『感
興
也

市ド
』
に
収
叫
附
さ
れ
た
交
政
－
h
年
一
八
五
八
）
に
城
代
に
山
山
し

た

『全
城
川
ト
H
Mm
』
制
築
の
続
料
を
述
べ
た
「
上
川
」
の
抜
き
品川

き
に
よ

っ
て
知
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
る
と
、
得
義

’H
身
が
名
山
川
町
城
に
つ
い
て
の

Jι
川
抑
制
集
を
城
代
に
刷
い
川
、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の
数
卜
年
に
お
よ
ぶ
仕
ぃ山け
が
は
じ
ま

っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
山
山
々
託
さ
れ
た
資
料

『奥
村
家

断
代
助
品
川
』
に
収
川
附
さ
れ
た
万
延

正
作
（
，
八
九
ハ

O
）、

『令
城
山
川

山
対
L
従
山
に
添
え
た
A
H川
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

「
』
1
1

h川川
J
h
h
H
I
－
－

’

－
阿

L

文
政
問
作
、
%
11
M
m
城
訓
伐
の
節
、
私
へ
J
U
御
川
を
仰
せ
つ
け

ら
れ
、
御
川
を
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

山
い
が
な
ど
は
、
爪
ぐ

に
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
後
々
の
た
め
に
、
命
令
が
われ
れ

ば
訓
伐
を
す
る
か
と
い
う
お
吋
ね
が
城
代
小
条
多
汗
蹴
の
内
ぷ

と
し
て
聞
か
さ
れ
た
。
．
小
訓
法
行
で
あ
り
、

H
つ
此
ぐ
に
で
さ

る
こ
と
で
は
な
い
が
、
命
令
が
有
れ
ば
取
り
か
か

っ
て
み
ま
し

ょ
う
と
中
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
つ
も
り
で
い
て
ほ
し
い
、

い
よ
い
よ
の
昨
は
、
相
談
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

川
年
卜

今
一
川
ト
九
日
、
城
代
小
条
多
汗
肢
が
お

っ
し
ゃ
る
に
は
、

竹
版
山
城
山
寸
般
に
%
卜
H
M
城
訓
点
け
の
が
を
中
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

後
々
の
た
め
、
下
進
き
の
昨
を
利
川
し
て
取
り
訓
べ
る
よ
う
に

と
年
五
次
か
ら
の
仰
付
け
が
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
に
心
得
る
よ

う
に
と
仰
せ
聞
か
さ
れ
た
。
出

っ
て
卜
・・
川
－－
ト
－－
け
に
は
、

大
き
な
仕
事
で
あ
る
の
で
．
人
で
は
行
き
川
か
主
い
で
あ
ろ
う

事
を
城
代
小
笠
原
三
九
郎
殿
の
御
付
の
も
の
か
ら
伝
え
て
も
ら

っ
た
が
、
さ
し
あ
た

っ
て
こ
の
仕
不
を
や
り
遊
げ
る
志
の
あ
る

者
が
他
に
思
い
当
た
ら
な
い
の
で
、
な
お
の

こ
と
怠
り
な
く
や

り
逐
げ
る
よ
う
心
が
け
て
欲
し
い
と
懇
ろ
に
仰
せ
附
さ
れ
た
。

｜

後
略

｜
」

7 

（
3
Hド
段
に
つ
つ
く



（ぷ紙II絵解説）．表紙さまざま

就
色
の
綾
桁
を
使
川
し
た
表
紙
、
紺
を
川

っ
た
組

笹
に
棋
組
を
川
山市
け
し
て
い

る。

小
同
の
守
物
は
、
紙

の
脱
絡
の
述
い
か
ら、

日
本
の
芥
物
に
比
べ
て
縦
に

な
が
く
、
ま
た
、
綴
じ
目
の
横
隔
を
大
き
く
と
っ
て

会，．』’
A

い
る
。
こ
の
就
色、

n本
の
色
で
い
え
ば
、
「
智
令

色」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

UA
紙
の
vh
寸
其
で
は
、

比
え
な
い
が
、
縦
じ
け
側
の
上
ド
の
灼
を
包
む
「
花

布
」

の
制
の
濃
緑
と
の
組
み
A
H
わ
せ
や
縦
長
の
表
紙
や

．随
筆
の
山般
の
効
栄
も
あ
っ
て
、
い
か
に
も
小
同
胤
の

装
い
で
あ
る
。
小
川
で
就
色
は
、
小
山
火

・
大
地
を
ぷ

し
、
山
一
士
怖
の
お
る
衣
服
の
色
で
も
あ
る
。

蓬
左
文
庫
に
は
、

小
国
の
書
物
が
数
多
く
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
こ
れ
ほ
ど
針
沢
な
装
舶
は
珍
し
い
。
と

く
に
本
引
の
場
介
は
、

二
百
六
十
八
川
揃
い
で
あ
る
。

表
紙
に
は
、
名
附
の
収
路
内
山
介
を
記
し
た
け
鈷
が

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

汁
一五
形
の
糊
跡
が
あ

る
。
ま
た

一
部
は
、
ほ
と
ん
ど
同
色
だ
が
、
紋
峨
の

災
な
る
明
ら
か
に
日
本
製
と
挑
ん
疋
さ
れ
る
削
が
似
川

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
後
世
の
補
修
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

史七十

「
十
七
史
」
と
は
、

小
凶
山
代
の
治
乱
興
亡
を
拙

い
た
叶
品
越
の

「火
記
』
に

『拠
点
H

」
か
ら

『五
代

史
」
に
い
た
る
十
世
紀
ま
で
の
時
代
正
判
の
正
火
を

あ
わ
せ
た
十
七
の
山
奈
川
の
総
称
で
あ
る
。

こ
の
十
ヒ
の
火
引
けが

『十
じ
山
之

と

し
て
ま
と
め

て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
川
附
代
の
末
、
城
北
H

家
で
、

多
く
の
計
物
の
校
本
山
版
で
知
ら
れ
る
も
汗
（

一
任

九
八
l

hハ
五
九
）
の
汲
l
什
附
に
よ
る
も
の
で
、
℃

刻
本
、
ほ
古
附
木
と
も
呼
ば
れ
た
。

本
弁
は
、
こ
の
も
刻
本
。
と
く
に
印
刷
に
定
評
が

あ
る
が
、
本
弁
も
上
一
貨
の
’
什
色
の
同
紙
に
、
く

っ
き

り
と
鮮
や
か
な
部
色
の
活
字
が
は
を
ひ
く
。
こ
の

『十
七
巾
と

は
、
後
々
ま
で
広
く
世
に
流
布
し
て
い

て
、
実
川
向
き
の
並
製
本
や
後
刷
り
本
の
セ

ッ
ト
も

多
い
。
当
文
郎
に
も
二
砲
の
後
刷
り
、
必
制
山
本
の
セ

ッ
ト
が
あ
る
が
、
紙
、
刷
り
、
装
仙
い
ず
れ
も
ぷ
似

の
主
で
あ
る
。

vwt川
パ
の
よ
う
に
、
在
叫
に
「
必
山
内
山
咋
阿
川
」
の

朱
印
が
あ
る
。

い厄張
市怖
の
内
咋
つ
ま
り
端
、
ぷ
咋
川
の

世一
日
時
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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来
減
等
撰
一
元
来
成
人
ロ

二
十
一
史
剣
布
天
下
成
租
遷
都

北
平
詔
重
洲
パ
於
是
有
南
北
枕
之

分
其
後
二
百
像
年
以
勝
修
補
農

地
底
哉
経
岡
之
書
払
但
祝
戒
困
惑
解
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